
(57)【要約】
【課題】動物の糞尿，コンポスト，汚泥等の悪臭発生源に対し添加することによって悪臭
の脱臭及び悪臭発生の抑制を行う事を特徴とする脱臭用微生物製剤の製造方法及び脱臭方
法。
【解決手段】糞尿，コンポスト，汚泥等の悪臭発生源に対して添加することによって効果
が持続し，悪臭成分を無臭の成分に変化させ，しかも細菌による糞尿，コンポスト，汚泥
等からの悪臭発生を抑制する能力を有する細菌を得るべく各種糞便のコンポストを分離源
として検索を行った。その結果，バチルス・フシホルミス（Ｂａｃｉｌ－ｌｓ　ｆｕｓｉ
ｆｏｒｍｉｓ）の亜種に位置するバチルス属細菌が上記の条件を満たし，この種の細菌を
主成分とする脱臭用製剤を用いた場合に糞尿の悪臭除去と悪臭発生抑制ができることを見
出した。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 バ チ ル ス ・ フ シ ホ ル ミ ス の 亜 種 に 属 す る 微 生 物 を 主 成 分 と す る 脱 臭 用 製 剤 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 バ チ ル ス ・ フ シ ホ ル ミ ス の 亜 種 に 属 す る 微 生 物 が バ チ ル ス 属 細 菌 Ｍ Ｋ Ｈ － ０ １ で あ る 特
許 請 求 範 囲 第 １ 項 に 記 載 の 微 生 物 製 剤 を 用 い る 糞 尿 ， コ ン ポ ス ト ， 汚 泥 等 の 脱 臭 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 ２ 項 に 記 載 の 微 生 物 を 主 成 分 と す る 悪 臭 発 生 抑 制 剤 及 び 悪 臭 発 生 抑 制 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ， 悪 臭 の 脱 臭 に 関 す る も の で あ る 。 さ ら に 詳 し く は ， 糞 尿 ， コ ン ポ ス ト ， 汚 泥
等 の 脱 臭 ， 及 び そ れ ら よ り の 悪 臭 発 生 防 止 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ヒ ト や 動 物 の 排 泄 物 は ， 本 来 有 機 肥 料 と し て の 価 値 を 有 し て い る に も 拘 わ ら ず ， 衛 生 上
の 問 題 が あ る こ と と 同 時 に ， そ の 特 有 の 悪 臭 が 障 害 と な っ て ， そ れ を 利 用 す る よ り も 早 く
処 理 す る こ と が 望 ま れ ， 都 市 部 で は 水 洗 そ し て 下 水 処 理 と い う 大 規 模 な 公 共 投 資 さ れ た 設
備 を 用 い ， 経 費 を か け て 処 理 す る 手 段 が と ら れ て い る 。 ま た ， 下 水 道 の 設 備 が 無 い 地 方 で
は ヒ ト の 排 泄 物 を 簡 易 水 洗 の 浄 化 槽 に よ っ て 処 理 す る こ と も 行 わ れ て き た 。 と く に ， 肥 料
と し て 価 値 の 高 い 鶏 糞 や 馬 糞 は ， 乾 燥 す る す る こ と に よ っ て 臭 気 を 抑 え ， 肥 料 と し て 流 通
に 乗 せ る こ と も 行 わ れ て い る 。 し か し な が ら ， 近 年 そ の よ う な 経 費 と エ ネ ル ギ － を つ ぎ 込
む 処 理 法 で は な く ， 有 機 物 を 有 価 物 と し て 利 用 す る こ と が 望 ま れ ， 微 生 物 の 働 き に よ っ て
コ ン ポ ス ト 化 な ど を 行 う 技 術 が 開 発 さ れ て 来 た 。 と こ ろ が ， こ の よ う な 場 合 で も 糞 尿 等 の
排 泄 物 の 悪 臭 を 除 去 す る こ と が 必 要 で あ る 。 そ の 目 的 の 脱 臭 剤 及 び 脱 臭 方 法 と し て ， 以 下
の よ う な も の が 開 発 さ れ て い る が ， そ れ ぞ れ に も 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 イ ） 活 性 炭 ， ゼ オ ラ イ ト ， シ リ カ ゲ ル な ど の 無 機 多 孔 性 材 料 や イ オ ン 交 換 樹 脂 が 悪 臭 除
去 の た め の 吸 着 剤 と し て 有 効 で あ る と さ れ て い る が ， 吸 着 物 質 の 量 が 一 定 量 以 上 と な る と
吸 着 能 力 を 失 い ， 悪 臭 除 去 効 果 が 失 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ロ ） 悪 臭 物 質 の 大 半 が ア ミ ン ， メ ル カ プ タ ン ， カ ル ボ ン 酸 な ど の 反 応 性 に 富 ん だ 化 合 物
で あ る の で ， こ れ ら と 反 応 し て 共 有 結 合 を 生 成 す る よ う な 不 飽 和 結 合 を 有 す る 有 機 化 合 物
を 脱 臭 剤 と し て 用 い る 方 法 も 知 ら れ て い る が ， こ の 場 合 も 反 応 量 が 一 定 量 以 上 と な る と 悪
臭 除 去 効 果 が 失 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ハ ） 悪 臭 物 質 を 無 臭 の 物 質 に 変 化 さ せ る 植 物 由 来 の 酸 素 も 知 ら れ て い る が ， こ の 酸 素 が
特 定 の 物 質 に の み 作 用 す る こ と か ら 糞 尿 の よ う に 雑 多 な 臭 気 物 質 を 含 む も の に 効 果 が 少 な
い こ と と ， 糞 尿 に 含 ま れ る 雑 多 な 物 質 や 微 生 物 に よ り 変 性 を 受 け て 効 果 が 持 続 し な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ニ ） イ ） ～ ニ ） の 問 題 を 克 服 す る 脱 臭 方 法 と し て 微 生 物 を 用 い る こ と が 考 え ら れ ， い く
つ か 報 告 さ れ て い る が ， そ れ ぞ れ 特 定 の 悪 臭 物 質 の 除 去 に 有 効 で あ っ て も 雑 多 な 悪 臭 成 分
の す べ て に 有 効 な も の は 報 告 さ れ て い な い 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 糸 状 菌 　 「 発 酵 工 学 会 誌 」 ５ ８ 巻 １ ９ ７ 頁 ， １ ９ ８ ０ 年
【 非 特 許 文 献 ２ 】 酵 母 　 　 「 発 酵 工 学 会 誌 」 ５ ５ 巻 １ ３ ４ 頁 ， １ ９ ７ ７ 年
【 非 特 許 文 献 ３ 】 細 菌 　 　 「 科 学 と 工 業 」 　 ６ ３ 巻 ３ ７ ４ 頁 ， １ ９ ８ ９ 年
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は ， 糞 尿 ， コ ン ポ ス ト ， 汚 泥 等 か ら 発 生 す る 悪 臭 物 質 （ ア ン モ ニ ア ， ト リ メ チ ル

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-296595 A 2005.10.27



ア ミ ン ， 硫 化 水 素 ， メ チ ル メ ル カ プ タ ン ， 硫 化 メ チ ル ， 二 流 化 メ チ ル ， 低 級 脂 肪 族 カ ル ボ
ン 酸 ， 低 級 脂 肪 族 ア ル デ ヒ ド 等 ） を 無 臭 の 物 質 に 変 化 さ せ る こ と に よ り 脱 臭 す る 微 生 物 脱
臭 剤 と そ れ を 用 い る 脱 臭 方 法 に 関 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は ， 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に ， １ ） 糞 尿 ， コ ン ポ ス ト ， 汚 泥 等 の 悪 臭 発 生 源 に
対 し て 添 加 す る こ と に よ っ て 効 果 が 持 続 し ， ２ ） 悪 臭 成 分 を 無 臭 の 成 分 に 変 化 さ せ ， ３ ）
し か も 細 菌 に よ る 糞 尿 ， コ ン ポ ス ト ， 汚 泥 等 か ら の 悪 臭 発 生 を 抑 制 す る 能 力 を 有 す る 細 菌
を 得 る べ く ， 各 種 糞 便 の コ ン ポ ス ト を 分 離 源 と し て 検 索 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， バ チ ル ス ・
フ シ ホ ル ミ ス （ Ｂ ａ ｃ ｉ ｌ ｌ ｓ 　 ｆ ｕ ｓ ｉ ｆ ｏ ｒ ｍ ｉ ｓ ） の 亜 種 に 位 置 す る バ チ ル ス 属 細
菌 が 上 記 の 条 件 を 満 た し ， こ の 種 の 細 菌 を 主 成 分 と す る 脱 臭 用 製 剤 を 用 い た 場 合 に 糞 尿 の
悪 臭 除 去 と 悪 臭 発 生 抑 制 が で き る こ と を 見 出 し ， 本 発 明 を 完 成 し た 。
　 即 ち 本 発 明 は ， 糞 尿 の 悪 臭 除 去 及 び 悪 臭 発 生 抑 制 に 当 た り ， バ チ ル ス ・ フ シ ホ ル ミ ス の
亜 種 に 位 置 す る バ チ ル ス 属 細 菌 を 主 成 分 と す る こ と を 特 徴 と す る 脱 臭 用 微 生 物 製 剤 に 係 わ
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 で は ， バ チ ル ス ・ フ シ ホ ル ミ ス の 亜 種 に 位 置 す る バ チ ル ス 属 細 菌 （ 以 下 本 発 明 細
菌 と す る ） が 何 れ も 使 用 で き る 。 そ の 具 体 例 と し て は ， 例 え ば ， 本 発 明 者 が 鶏 糞 コ ン ポ ス
ト か ら 分 離 し た バ チ ル ス ・ ス ペ シ － ス Ｍ Ｋ Ｈ － ０ １ 株 （ 以 下 単 に Ｍ Ｋ Ｈ － ０ １ 株 と す る ）
を 挙 げ る こ と が で き る 。 こ の Ｍ Ｋ Ｈ － ０ １ 株 は ， 文 献 末 記 載 の 新 規 菌 株 で あ り ， 独 立 行 政
法 人 産 業 技 術 総 合 研 究 所 特 許 微 生 物 寄 託 セ ン タ － Ｆ Ｅ Ｒ Ｍ 　 Ｐ － １ ９ ７ ３ ６ 号 と し て 寄 託
し た 。 こ の 菌 株 の 菌 学 的 性 質 は 下 記 表 １ の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 上 記 の 菌 学 的 性 質 か ら Ｍ Ｋ Ｈ － ０ １ 株 は ， バ チ ル ス 属 細 菌 で あ る と 見 い だ さ れ る 。 こ の
Ｍ Ｋ Ｈ － ０ １ 株 の １ ６ Ｓ ｒ Ｄ Ｎ Ａ の 塩 基 配 列 は 表 ２ の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に ， 同 株 と 近 縁 種 の 標 準 株 と に つ い て １ ６ Ｓ ｒ Ｄ Ｎ Ａ の １ ５ ４ ７ 塩 基 配 列 を 比 較 し
た 相 違 性 は ， 表 ３ の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 表 ３ の 結 果 か ら ， バ チ ル ス 属 Ｍ Ｋ Ｈ － ０ １ 株 は ， バ チ ル ス ・ フ シ ホ ル ミ ス と バ チ ル ス ・
ス フ ァ エ リ カ ス の 近 縁 の 新 し い 種 で ， バ チ ル ス ・ フ シ ホ ル ミ ス の 亜 種 で あ る と 見 い だ さ れ
れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 Ｍ Ｋ Ｈ － ０ １ 株 の 培 養 は バ チ ル ス 属 に 属 す る 公 知 の 細 菌 と 同 様 に し て 行 え ば よ い 。
本 発 明 細 菌 を 主 成 分 と す る 脱 臭 用 微 生 物 製 剤 を 製 造 す る に 当 た っ て は ， 細 菌 を 懸 濁 液 状 ，
ペ － ス ト 状 ， 乾 燥 粉 末 ， 顆 粒 状 な ど 何 れ の 状 態 に し て も よ く ， 添 加 剤 を し よ う し て も し な
く て も よ い 。 添 加 剤 と し て は ， 公 知 の も の が 何 れ も 採 用 で き る 。 た と え ば ， 水 に 可 溶 性 の
も の と し て は ， 糖 質 ， タ ン パ ク 質 ， 塩 類 な ど が 使 用 さ れ ， 水 に 不 溶 性 の も の と し て は ， 澱
粉 ， オ ガ ク ズ ， バ カ ス な ど 澱 粉 ， セ ル ロ － ス ， キ チ ン な ど を 主 成 分 と す る 天 然 の 有 機 材 料
， 活 性 炭 ， ゼ オ ラ イ ト ， シ リ カ ゲ ル ， 白 砂 ， 珪 藻 土 ， ガ ラ ス な ど の 無 機 材 料 や ポ リ ア ク リ
ル ア ミ ド ， 塩 化 ビ ニ ル ， ナ イ ロ ン ， ウ レ タ ン ， ポ リ エ ス テ ル な ど の 合 成 高 分 子 材 料 が 使 用
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 脱 臭 用 微 生 物 製 剤 を 用 い る 対 象 と し て は ， ヒ ト ， 鶏 ， 牛 ， 馬 ， 羊 な ど の 動 物 の
糞 尿 の ほ か ， 生 ゴ ミ ， 食 品 工 場 廃 棄 物 ， 汚 泥 な ど の 天 然 物 由 来 の 悪 臭 を 発 生 す る も の す べ
て が 挙 げ ら れ る 。 細 菌 の 添 加 量 は ， 対 象 に よ っ て 異 な る が ， 悪 臭 発 生 の 比 較 的 少 な い も の
に 対 し て は ， 対 象 物 １ ｇ に つ き １ ０ ５ － １ ０ ６ 個 程 度 ， 悪 臭 発 生 が 著 し い も の に 対 し て は
， 同 じ く １ ０ ７ － １ ０ ８ 個 程 度 を 添 加 す る こ と が 効 果 的 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば ， 悪 臭 除 去 及 び 悪 臭 発 生 抑 制 の た め に 以 下 の よ う な 効 果 が 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ １ ） 本 発 明 品 を 用 い る こ と に よ り ， 悪 臭 除 去 の た め の 特 別 な 設 備 を 必 要 と せ ず ， し か
も 新 た な 悪 臭 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ ２ ） 本 発 明 菌 は ， 広 い 範 囲 の 悪 臭 成 分 の 除 去 及 び 発 生 抑 制 に 有 効 で ， 各 種 の 悪 臭 発 生
物 を 対 象 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ ３ ） 本 発 明 菌 は ， 生 育 に 特 別 な 栄 養 物 を 必 要 と せ ず ， 各 種 の 悪 臭 発 生 物 中 で 増 殖 す る
こ と が で き る の で ， 作 用 の 効 果 が 持 続 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 （ ４ ） 本 発 明 菌 は ， 悪 臭 を 除 去 す る 上 に さ ら に 雑 菌 の 繁 殖 に よ っ て 悪 臭 が す る こ と を 抑
制 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 Ｍ Ｋ Ｈ － ０ １ 株 を ， 肉 エ キ ス １ ％ ， ペ プ ト ン １ ％ ， 酵 母 エ キ ス ０ ． ２ ％ ， グ ル コ － ス ０
． １ ％ を 含 む 液 体 培 地 （ ｐ Ｈ ７ ． ０ ） に て ３ ７ ℃ で ２ 日 間 振 盪 培 養 し た 。
　 得 ら れ た 菌 体 を 遠 心 分 離 に よ っ て 集 め ， ３ ％ ス キ ム ミ ル ク ， ５ ％ グ ル コ － ス ， １ ％ グ ル
タ ミ ン 酸 ナ ト リ ウ ム を 含 む 保 護 剤 （ ｐ Ｈ ７ ． ０ ） を 加 え て 凍 結 乾 燥 し ， 粉 末 の 菌 剤 を 調 整
し た 。 下 記 実 施 例 に お い て ， こ の 粉 末 を 菌 剤 （ １ ｇ 当 た り の 生 菌 数 が １ ０ １ １ 個 〉 を 用 い
て 各 種 糞 尿 及 び コ ン ポ ス ト の 脱 臭 と 悪 臭 発 生 防 止 を 行 っ た 。 悪 臭 発 生 の 判 定 は ， 官 能 試 験
に よ っ て 行 っ た 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 家 庭 用 簡 易 型 浄 化 槽 （ １ ９ ９ ９ Ｌ ） を 家 族 ４ 人 で 六 カ 月 連 続 使 用 し て ， 排 水 が 悪 臭 を 発
す る 状 態 に な っ た 槽 中 に 乾 燥 菌 剤 １ ５ ｇ を 水 と 共 に 便 器 か ら 流 し 込 ん だ と こ ろ ， 悪 臭 は 除
去 さ れ ， そ の 後 三 カ 月 以 上 悪 臭 の 発 生 が 抑 制 さ れ た 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 実 施 例 １ と 同 規 模 の 家 庭 用 合 併 処 理 浄 化 槽 に 本 発 明 の 乾 燥 菌 剤 を 添 加 す る 前 後 の 処 理 槽
か ら 発 生 す る 臭 気 成 分 の 濃 度 を 特 定 悪 臭 物 質 測 定 方 法 （ 昭 和 ４ ７ 年 環 境 庁 告 示 第 ９ 号 ） に
従 っ て 測 定 し た と こ ろ ， 表 ４ の 通 り で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 鶏 糞 ４ ． ３ ｋ ｇ を 厚 さ が １ ｃ ｍ 位 に な る よ う に ポ リ エ チ レ ン 製 ビ ニ ル 袋 中 に 広 げ ， 乾 燥
菌 剤 ４ ３ ｇ を 加 え て 切 り 返 し ， 袋 の 口 を 縛 っ て ３ ０ ℃ に て ２ 日 間 置 い た と こ ろ ， 鶏 糞 特 有
の 悪 臭 が 消 失 し た 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 建 設 現 場 の 簡 易 式 ト イ レ の 汚 物 タ ン ク （ ３ ０ ０ Ｌ ） に ， 乾 燥 菌 剤 ２ ０ ｇ を 約 １ ０ ０ ｍ ｌ
の 水 に 溶 か し て 流 し 込 ん だ と こ ろ ， タ ン ク が 一 杯 に な り 交 換 す る 時 点 ま で 臭 気 が 発 生 し な
く な っ た 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ド ラ ム 缶 に す て ら れ ， 数 日 を 経 て 悪 臭 を 発 生 す る よ う に な っ た 生 ゴ ミ 約 １ ０ ０ ｋ ｇ の 表
面 に ， 乾 燥 菌 剤 １ ｇ を 約 １ ０ ０ ｍ ｌ の 水 に 溶 か し ス プ レ － し た と こ ろ ， 特 有 の 悪 臭 が 消 失
し た 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 下 水 処 理 場 の 汚 泥 の 山 （ 表 面 積 約 １ ０ ０ ｍ ２ ） に 乾 燥 菌 剤 ３ ０ ０ ｋ ｇ を 約 ３ ０ Ｌ の 水 に
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溶 か し 散 布 し た と こ ろ ， １ 日 後 に 悪 臭 発 生 が 抑 制 さ れ た 。
【 実 施 例 ７ 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 猫 ５ 匹 を 飼 っ て い る 部 屋 に ， 乾 燥 菌 剤 ２ ｇ を ２ ０ ０ ｍ ｌ の 水 に 溶 か し て 家 庭 用 噴 霧 器 で
ス プ レ － し た と こ ろ ， 部 屋 内 の 悪 臭 が 消 失 し た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 動 植 物 か ら 発 せ ら れ る ， あ ら ゆ る 悪 臭 の 除 去 に 利 用 で き る 。
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